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幕別・江陵高 60周年へ記念事業
【幕別】来年度開校 60周年を迎える江陵高校 (鈴木譲二
校長、生徒 350人)は記念事業 として、福祉科の生徒 2人
を台湾に派遣 し、福祉に関する短期研修させる取 り組みを

計画 している。初の試みで、現地の大学や施設の視察、交
流を通 じ、視野を広め、将来に生かしてもらうのが狙い。

鈴木校長 (左)か ら激励 を受ける落合
さん (中央 )と、藤原 さん (右)

今
回
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
落

合
春
奈
さ
ん

（２
年
）
と
藤
原

実
優
さ
ん

（１
年
）
。
場
所
は

台
北
市
で
、
研
修
期
間
は
５
日

間
、
来
年
３
月
２‐
～
２５
日
を
予

定
し
て
い
る
。

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
の

福
祉
事
情
を
学
ん
で
も
ら
う
の

が
目
的
。
福
祉
科
担
当
の
桂
小

春
教
諭
は

「台
湾
は
、
家
族
介

護
が
主
流
で
は
あ
る
が
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
介
護
保

生
徒
の
落
合
さん、藤
原
さん派
遣

険
制
度
の
導
入
も
計
画
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
現
状
や
課

題
な
ど
現
地
調
査
す
る
価
値
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

人
選
は
選
考
会
を
経
て
１０
月

に
決
定
。
研
修
に
は
語
学
や
現

地
で
発
表
す
る
資
料
を
作
成
す

る
た
め
、
事
前
学
習
を
定
期
的

に
実
施
さ
せ
た
上
で
臨
む
。
研

修
費
は
、
運
営
す
る
多
田
学
園

（多
田
順

一
理
事
長
）
が
記
念

事
業
費
用
と
し
て
負
担
す
る
。

落
合
さ
ん
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
お

り
、
「
福
祉
を
広
く
学
ぶ
貴
重

な
機
会
。
自
分
の
将
来
の
プ
ラ

ス
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
、
藤

原
さ
ん
は

「入
学
し
て
福
祉
の

奥
深
さ
を
日
々
実
感
。
今
回
も

多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
る
。

福
祉
科
は
コ
ー
ス
時
期
も
含

め
、
来
年
度
で
開
設
１０
年
と
な

る
。
管
内
高
校
で
は
唯

一
の
学

科
で
、特
色
に
も
な

っ
て
い
る
。

鈴
木
校
長
は

「少
子
高
齢
化
で

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
が
、
研
修
の
成
果
を
還
元
し
、

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

記
念
事
業
と
し
て
、
来
年
７

月
の
学
校
祭
に
合
わ
せ
式
典
を

行
う
ほ
か
、
校
舎
前
緑
化
事
業

な
ど
２
カ
年
で
進
め
て
い
る
。

学
園
の
出
発
点
は
１
９
４
６

年
池
田
服
装
裁
断
学
院
（池
田
）

だ
が
、
高
校
の
前
身
は
５５
年
池

田
女
子
高

（同
、
家
庭
科
）
が

最
初
。
６２
年
普
通
科
も
開
設
、

６４
年
、
池
田
西
高
に
名
称
変
更

し
、
共
学
制
と
し
た
。
７５
年
食

物
科
閉
科
、
８５
年
に
幕
別
の
現

在
地
に
移
転
し
、
現
校
名
に
。

福
祉
コ
ー
ス
は
２
０
０
５
年
に

開
設
、
０９
年
に
福
祉
科
に
し
た
。

（佐
藤
い
づ
み
）


